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《砂浜を駆ける、熱戦“開幕”》
　７月18日、小泊の折腰内ビーチで、「第31回中泊ビ
ーチサッカーフェスタin折腰内ビーチ」が開催されま
した。
　開会式では、前大会優勝チームの「筒木坂FC」か
ら町長杯が返還され、「筒木坂BSC」の和田 篤選手が
選手宣誓し、正々堂々プレーすることを誓いました。
　今大会には一般の部56チーム、女性の部10チーム、
小学生の部９チームが参加し、熱い激戦を繰り広げま
した。

《2日目の大会は惜しくも中止に》
　19日には、大会２日目で各部門の決勝試合などが
行われる予定でしたが、雨の影響により会場につなが
る道路で土砂崩れが発生したため、参加者の安全など
を考慮して中止となりました。
　参加選手のみなさん、来年も元気なプレーが見られ
ることを楽しみにしています!!

第31回中泊ビーチサッカーフェスタ
� in折腰内ビーチ 開催
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　「青の煌めきあおもり国スポ・障スポ2026」の開催に向けて7月22日、
中泊町役場駐車場内で炬火イベントを開催しました！
　いよいよ今秋、青森県内各会場を舞台に開幕する国スポの総合開会式を
10月10日に控え、県内各市町村で炬火イベントが行われました。
　町では当初、７月19日の「中泊ビーチサッカーフェスタ」会場で同時開
催を予定していましたが、雨の影響でやむなく延期に。延期した７月22日は、
奇しくも国スポ総合開会式までちょうど80日という節目の日となりました。

《ゼロカーボンシティ中泊ならではの「風の炎」》
　炬火イベントの演出は各市町村の個性が光る見どころです。「ゼロカーボンシティ」の実現を宣言する
中泊町では、地域の資源である「風力エネルギー」を活用したクリーンな点火方法に挑戦しました！
　会場内に設置した小型風車で発電し、蓄えられた電気エネルギーを点火装置へ送電。装置のスイッチを
押すことで火花を起こし、火を灯すという仕組みです。
　点火式では、町内の未来を担う中学生と町長が力を合わせ、無事に炬火台へ火を灯しました。今回炬火
された火は、7月25日に青森市の三内丸山遺跡で行われた「炬火集火式」でひとつの火になりました。

写真左から　太
おおた
田 翔

と
湧
わ
さん、宮

みやした
下 琉

りゅうせい
星さんと濱舘町長

中泊町炬火イベントを開催

【①点火】
　小泊中学校の太田 翔湧さ
んが点火装置のスイッチを押
し、見事発電された電気で火
が立ち上がりました。

【②採火】
　点火した火を濱舘町長が点
火装置からトーチへ移しまし
た。

【③継火】
　町長から、同校の宮下 琉
星さんが持つトーチへと火が
引き継がれました。

【④炬火完了】
　宮下琉星さんの手によって
中央の炬火台へ火が灯され、
会場は大きな拍手に包まれま
した。

【青の煌めきあおもり国スポ・障スポに関するお問合せ】
　青の煌めきあおもり国スポ・障スポコールセンター
　☎0120-912-568（9：00〜18：00　土日祝除く）

当日の炬火の流れ〜
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中里小学校でなにもささパレードが行われ、湯らぱー
くを出発し津軽鉄道津軽中里駅前に到着するコース

を全校児童がねり歩きました。
　沿道には、郷土の伝統である「なにもささ踊り」を一生
懸命踊る児童をひと目見ようと多くの町民が集まり、声援
を送りました。
　津軽中里駅前に着くと、６年生が輪になって最後の踊り
を披露、踊り終えると沿道からは大きな拍手が送られまし
た。

ふれあい楽習室の令和８年度開講式がすくすくしたま
え館で行われ、終了後は第１回目の教室で簡単に作

れる中華料理のレシピに挑戦しました。
　受講者は各テーブルに分かれて、レシピを頼りに調理を
開始し、「中華風おこわ」「中華スープ」「ポテト春巻き」「小
籠包」「黒糖饅頭」の5品を完成させました。
　ふれあい楽習室は来年の３月まで開講されます。

小泊漁業協同組合と下前漁業協同組合が、６月１日に正
式合併したことを受け、小泊漁協前で組合発足記念セ

レモニーが行われ、漁協関係者や町が出席するなか、町長
らがテープカットを行いました。
　成田直人組合長は「両漁協が培ってきた技術と人材を結
集して、漁業経営基盤のさらなる強化や充実を目指し、地
域社会の発展に貢献していくための『新・小泊丸』の船出。
感謝の気持ちを忘れず取り組んでいく」と決意を述べました。
　合併後の名称は「小泊漁業協同組合」となります。

海で事故が発生したときの救助活動や対処などの連携
強化を目的に、小泊漁港内の魚市場事務所前の海域

で海難救助訓練を実施しました。
　小泊漁協、漁業者、小泊漁協婦人部、地域住民らで構成
される小泊地域多面的機能発揮活動組織が主催し、漂流者
の救出訓練や船の火災消火訓練、水難救助訓練、漁協婦人
部による応急手当訓練などを実施し、事故発生時の迅速な
対応について確認しました。

町の２漁協で漁協合併が成立６/19

夏の到来をつげる風物詩 〜なにもささパレード〜６/13

令和８年度のふれあい楽習室が開講６/19

海で被害を出さないために漁業者たちが協力６/19
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毎年７月１日の「更生保護の日」に合わせ、７月末ま
で行われる「社会を明るくする運動」が中泊町でも

実施され、町の保護司会と更生保護女性会が参加し、役場
庁舎前でメッセージ伝達式を行いました。
　伝達式では、内閣総理大臣からのメッセージが濱舘町長
に、県知事からのメッセージが鈴木教育長に手渡され、犯
罪や非行防止に対して、町の協力を要請しました。

地域の問題解決や活性化のために都市部から移住し
て活動する「地域おこし協力隊」に、唐田 好紀隊

員が加わりました。
　地域おこし協力隊の唐田好紀さんは、町の地域新電力
会社である中泊リージョナルパワー株式会社に席を置き、
地域新電力の普及・利用促進に向けた広報活動など、脱
炭素の推進に向けたエネルギー事業に携わります。
　唐田さんの任期は令和11年６月30日までです。

高齢者叙勲を受けた井沼 良さんが、町長から旭日単光
章を授与されました。

　井沼さんは中里町時代の昭和55年から平成12年までの
20年間、町議会議員としてご尽力されました。
　また、全国市町村教育委員会連合会と青森県市町村教育
委員会連絡協議会から退会功労者表彰を受けた佐井川智道
さんが、教育長から表彰状を授与されました。
　佐井川さんは平成25年から令和７年までの12年間、町
教育委員会の教育委員としてご尽力されました。

遠泳の聖地とされる津軽海峡の魅力を発信しようと昨
年からスタートした「津軽海峡交流フェスタ」が今

年も小泊マリンパークで開催されました。
　オープニングは、小泊網おこしはやし保存会が網おこし
から始まり、外ヶ浜町、今別町、福島町の三町それぞれの
PRなども行われました。
　特に北海道福島町は、昨年参加がかなわなかった「松前
神楽」の披露も実現し、来場者は普段お目にかかれない伝
統芸能を鑑賞しました。

中泊町から社会を明るく照らす７/１

津軽海峡交流フェスタが今年も開催！７/５

町の功労者2名がそれぞれ叙勲・表彰されました７/14

脱炭素の推進に尽力 〜地域おこし協力隊〜７/１
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　ＮＨＫ青森放送局と中泊町は、「東北しゃべり亭　出張版in中泊」を実施します。
　東北しゃべり亭は、東北ゆかりのゲストが旬の話題をたっぷりとしゃべり尽くす東北応援番組です。
今回はいつものＮＨＫ仙台放送局のスタジオをとびだし、中泊町からお届けします。
　観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

《日　時》　2026年９月19日㈯
　　　　　開場：午前10時45分　開演：午前11時15分　終演予定：昼12時45分

《会　場》　中泊町総合文化センターパルナス（青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂210番地）
　　　　　【アクセス】津軽鉄道「津軽中里駅」より徒歩約15分
　　　　　弘南バス「中里駅前」より徒歩約10分

《主　催》　ＮＨＫ青森放送局、中泊町
《出演予定》
　〈ゲスト〉古坂大魔王（お笑い芸人・音楽プロデューサー）
　
　〈Ｍ　Ｃ〉小田井 涼平（タレント・俳優）
　　　　　 長瀬 萌々子（ＮＨＫ仙台放送局アナウンサー）

《観覧申込》　入場は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。
　以下のＮＨＫサイトの専用申し込みフォームからお申し込みください。
　［ＰＣ・スマホ］　https://www.event.nhk.or.jp/e-portal/detail.html?id=4325
　（締め切り）８月26日㈬午後11時59分 ※応募多数の場合は抽選

《放送予定》　９月26日㈯　午前８時15分〜８時58分（東北地方向け）
　　　　　　※インターネットサービス「NHK ONE」で見逃し配信（放送後１週間）があります。

《問い合わせ》　ＮＨＫ青森放送局　　　017-774-5111（平日　午前10時〜午後５時）
　　　　　　　中泊町水産商工観光課　0173-57-2111（平日　午前８時15分〜午後５時）

　８月31日㈪は、町県民税（普通徴収）第２
期及び国民健康保険税第２期の納期限です。
忘れずに納めましょう。
※口座振替をされている人の引き落とし日は、

８月25日㈫です。残高をご確認ください。
※町税の納付は、便利で安心確実な口座振替

をご利用ください。
　　また、納付書に記載してい

るeL-QRから地方税お支払
いサイトでも納付ができます。
詳しくは、右のQRコードで
ご確認ください。

稲わらは大切な資源です
　わら焼きは、環境への悪影響や周辺住民への健康被
害、視界不良による交通安全の妨げになります。
　近年、肥料価格の高騰が農業経営を圧迫しています
ので、稲わらを資源として有効に活用しましょう。

《秋のすき込みで健康な土づくり》
　稲わらのすき込みは、地力向上につながります。

《畜産業にも有効》
　稲わらには家畜の飼料や敷きわらとしての利用価値
があり、需要が年々高まっています。

　今年は国スポ・障スポの開催により多くの方が来県
します。クリーンな環境づくりに努めましょう。

※荒天などの影響により公演を中止する場合があります。その場合、他の公演への振替はございません。また、事情により出演者や演出など
番組内容を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

古坂大魔王 小田井 涼平

NHK「東北しゃべり亭」が中泊町にやってくる!!
問  水産商工観光課 水産係 内  1612

稲わらは燃やさず、有効活用しましょう！
問  農政課 農業支援係 内 1713

町県民税（普通徴収）及び国民健康
保険税の納期限について

問  税務会計課 庶務徴収第一係 内 1215・1216

https://www.event.nhk.or.jp/e-portal/detail.html?id=4325
https://www.payment.eltax.lta.go.jp/pbuser
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令和8年度

令和8年度

中泊町
住宅⽤⾃家消費型太陽光発電
設備等導⼊⽀援事業費補助⾦

中泊町では2050年カーボンニュートラルの実現に向け家庭からの温室効果ガスの排出量を削減するため
住宅に設置する⾃家消費型太陽光発電設備等の導⼊に要する経費の⼀部を補助します。

CO₂排出量削減による地球環境への貢献！
再⽣可能エネルギーの利⽤が増えると、地球温暖化の主な原因
である⼆酸化炭素（CO2）の排出量を減らすことができます

昼に発電した電⼒を夜に使って電気代削減！
電気を買う時代から創る時代へ。電気は買うよりも⾃分で作る
⽅が、作った電気は売るよりも⾃分で使う⽅がお得です。

災害等の停電時にも電気を使えて安⼼！
災害などで停電になった場合、太陽光発電設備・蓄電池を⾮常⽤
電源として利⽤できるので、電化製品も使⽤可能です。

令和8年6⽉22⽇〜令和8年12⽉28⽇

中泊町内で⾃ら所有・居住する⼾建住宅に、太陽光発電設
備と蓄電池を導⼊する⽅

（１）太陽光発電設備
5万円/kW（上限25万円）

（２）蓄電池
対象経費（最⼤14.1万円/kWh）の1/3（上限35万円）

募集期間

補助対象

対象設備

※蓄電池のみの申請はできません

注意！

• 申請受付は先着順で⾏い、
予算額に達した時点で募集
を終了します。

• 申請にあたっては、ホーム
ページに掲載している交付
要綱等をご確認ください。

• 発電量の30％以上を⾃家消
費してください。

• 固定価格買取制度（FIT）
の利⽤はできません。

お問い合わせ

⻘森県太陽光蓄電池補助⾦事務局
所在地 ：〒039-1104 ⻘森県⼋⼾市⼤字⽥⾯⽊字船場道下7番2号

（NPO法⼈循環型社会創造ネットワーク（CROSS）内）
電話番号：0178-51-8251
開設期間：令和8年5⽉11⽇〜令和9年3⽉12⽇（令和8年12⽉29⽇〜令和9年1⽉3⽇を除く）
受付時間：平⽇10時〜17時

ホームページはこちら
ホームページはこちら

https://aomori-taiyoko.pref.aomori.lg.jp/
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　青森県では、県内企業等への就職を希望する県外在住の方を対象に「令和８年度UIJターン就職促進
交通費助成事業費補助金」を実施しています。交通費や宿泊費を県が半額補助します。遠方からの就活
は費用がかさみますが、ぜひこの制度を活用してください！ 

【補助金額】　交通費：補助対象経費の1/2に相当する額（上限18,000円）です。
　　　　　　宿泊費：補助対象経費の1/2に相当する額（上限5,500円）です。

【補助対象となる就職活動】
・県内企業等が県内で開催する就職に係る企業説明会に参加する場合。
・県内企業等が県内で実施する採用試験を受ける場合。
・県内で実施されるインターンシップ等に参加する場合。

【申請期限】
就職活動等の実施日から30日以内または令和９年３月19日㈮のいずれか早い日までです。 
※公務に関するインターンシップや試験の受験等をする場合は対象外です。
　申請書は県のホームページからダウンロードできます。　
　詳細は県の交通費補助HPをご確認ください。

　東京圏から中泊町へ移住し、新しい生活をスタートする方を応援するため、移住支援金を交付します。
　単身の方には60万円、２人以上の世帯には100万円を支給。さらに、18歳未満のお子さんと一緒に
移住される場合は、お子さん１人につき100万円を加算します。
　本制度は、町内企業への就職や起業だけでなく、多様な形で町と関わる方が対象となる「関係人口要
件」を設けているのが大きな特徴です。

【あなたも対象かも？「関係人口」の例】
　下記に当てはまる方が、西北五管内の事業所で就業されたり、農林水産業を始めたり、地域づくり活
動に参加されたりする場合などが対象です。
①　ご親族（３親等以内）が中泊町にお住まいの方
②　過去に中泊町に1年以上お住まいだった方、または勤務されていた方
③　ふるさと納税や移住体験ツアーなどで中泊町を応援してくださった方
　中泊町への移住はもちろん、「おじいちゃん、おばあちゃんのいる町で
暮らしたい」といった想いもサポートします。
　その他、テレワークでの移住なども対象です。詳しくは町HPをご覧ください。

中泊町の移住・定住支援制度のご案内
　県や町では、新生活を応援するため、各種支援制度をご用意しています。
　現在学生で卒業後は県内で就職したい、ふるさとへ移住をご検討中の方は、
次の４つの制度をぜひご活用ください。

▲詳細はこちら

詳細はこちら
（町HP）

UIJターン就職促進交通費助成事業費補助金のご案内
問 青森県 若者定着還流促進課 ☎ 017-734-9174

移住支援金のご案内
問 総合戦略課 企画係 内 2024

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kodomo/wakamono/kotsuhijosei.html
https://www.town.nakadomari.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/iju_teiju/5451.html


くらしの情報

広報なかどまり 9

く
ら
し
の
情
報

〜サポート企業・就職予定者の登録受付中〜
　県では若者の県内定着や移住の促進、産業分野の人材を確保するため、「あおもり若者定着奨学金返
還支援制度」を実施しています。詳しくは青森県 若者定着還流促進課までお問い合わせください。

《補助金の額》
　大学等：150万円、100万円、60万円 のいずれか
　短大等：75万円、50万円、30万円 のいずれか
　※支援上限額は対象企業が設定します。　※認定時の返還残額の1/2が上限となります。

《対象となる人》
　●大学・短大等の卒業者で、就職時に35歳未満の方（出身地不問）
　● 「日本学生支援機構」、「青森県育英奨学会」の奨学金利用者
　●青森県内で正規雇用されていない方
　●対象企業へ就職する方
　※県外にお住まいの方が、年度中途に就職する場合も対象となります。

《対象となる企業》
　県内企業または勤務地を県内に限定した採用を行う県外企業（法人、団体、個人事業主）であって、本
制度に登録している企業等。「あおもり奨学金サポートサイト」で確認可能です。

《注意事項等》
　●就職予定者・企業ともに事前登録が必要です
　●他補助事業を活用する方は県へ事前に相談が必要です
　●補助金は認定を受け、３年勤務後と６年勤務後に支援額の1/2を支払います
　●本事業は町が実施する奨学金返還支援事業とは別の制度です

　町では、奨学金を活用して大学や高校を卒業した人の奨学金返還を支援します。
《補助金の額》
　町から認定を受けた後、返還した奨学金に対し、最大300万円を補助します。
ただし、一度の認定対象期間（３年間）に支払われる補助金額は最大100万円です。
　●認定期間中に返還した金額をもとに補助金額を計算します
　●1,000円未満は切り捨てて補助金額を計算します
　●認定期間終了後、次の３年間も認定を受けることができます
　●補助金は認定対象期間終了後に支払われます　

《対象となる人》
　次の１と２のどちらにも当てはまる人が対象です。
　１．認定を受ける年度の３月末時点で30歳未満の人で、認定期間中に町に定住しながら就業して
　　いる人またはその配偶者
　２．令和６年４月１日以降に転入した人または、令和６年３月以降に大学、高校等を卒業した人

《申請方法》
　右のQRコードからアクセスし、中泊町電子申請・届出システムで申請できます。

《補助金交付までの流れ》
【例：令和８年８月に申請を行い、認定を受けた場合】 （町ＨＰ）

あおもり奨学金
サポートサイト
もチェック‼

令和８年８月 令和８年９月１日〜
（認定開始）

令和11年８月
（認定終了） 令和11年９月〜 令和14年９月〜

認　定
最大100万円を補助！
認定期間終了後、補助金支払

最大
100万円

最大
100万円

中泊町奨学金返還支援事業のお知らせ
問 総合戦略課 GX推進係 内 2022

最大300万円!!

青森県「あおもり若者定着奨学金返還支援制度」のお知らせ
問  青森県 若者定着還流促進課 ☎ 017-734-9174

https://www.town.nakadomari.lg.jp/lifescene/nyuen_nyugaku/koutougakkou/4796.html
https://www.aomori-life.jp/syogakukin/
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　町には空き家の利活用を促進するため、利用希望者へ橋渡しの役目を担う「空き家バンク」制度や、
空き家の解体を補助する「空き家解体補助金制度」があります。
　空き家を売りたい、貸したい、無償で譲りたいなど、悩んでいる人はまず総合戦略課までお問合せく
ださい。

【空き家バンクについて】
　空き家バンクは、地域活性化を目的に空き家の有効活用を図る制度です。空き家バンクへ登録すると、
町が利用希望者へ空き家の情報を提供し、売買や賃貸の橋渡しをする役目を担います。

空き家を提供したい人（売りたい人、無料で譲りたい人、貸したい人）

空き家を登録できる人
・空き家の所有者
・賃貸または売買を行う権利を有する人

申込みの方法
（空き家の登録）

次の書類などの提出が必要です。
・空き家バンク登録申込書 （様式第１号）
・空き家バンク登録カード （様式第２号）
・平面図 （間取りがわかるもの）
・現況写真 （外観・内観がわかるもの）
※ 各様式は、中泊町ＨＰでダウンロードするか、
　 総合戦略課窓口で配布しています。

申込後の流れ
（空き家登録の完了）

上記書類の提出後、審査を経て、町が空き家バンク登録完了通
知書（様式第３号）を申込者へ送付します。

注意事項
（登録の変更手続き）

空き家の登録事項に変更があったときは、総合戦略課企画係ま
で速やかにお知らせください。空き家バンク登録変更届出書（様
式第４号）の提出が必要です。

空き家を利用したい人（買いたい人、借りたい人）

空き家情報を利用できる人 町内外問わず、空き家の利用を希望する人

申込の方法
（空き家情報の利用登録）

次の書類の提出が必要です。
・空き家バンク利用申込書 （様式第７号）
・誓約書 （様式第８号）

※ 各様式は中泊町ＨＰでダウンロードするか
　 総合戦略課窓口で配布しています。

申込後の流れ
（利用登録の完了）

書類の提出後、審査を行い、町が空き家バンク利用承諾通知書（様
式第９号）を申込者へ送付します。

注意事項
（契約交渉などの関与）

登録者と利用希望者間の交渉・賃貸借・売買、契約などについて、
町は直接関与しません。

（中泊町HP）

（中泊町HP）

問  総合戦略課 企画係 内  2024
空き家の事で悩んでいませんか

問  総合戦略課 企画係 内  2024
空き家バンク制度

https://www.town.nakadomari.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/iju_teiju/1567.html
https://www.town.nakadomari.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/iju_teiju/1567.html
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【補助金について】
　空き家バンクに登録した物件の賃貸借・売買で発生する空き家の改修費や家財道具の処分運搬費を対
象にした補助金があります。
　※予算に限りがありますので、利用を検討している方はお早めにお問い合わせください。

【補助金について】
　町では、空き家等が危険な状態にある、または危険な状態になる恐れがあり、助言、指導などに従っ
て措置を講ずる場合に補助金を給付しています。

【当町の空き家の状況】
　中泊町空き家の戸数　585戸（令和８年７月現在）

【空き家の管理について】
　空き家が危険な状態になると、近隣住民に被害を及ぼす可能性があるため、適正な管理や解体などの
対策をする必要があります。
　現に危険な空き家が近所にあり、困っている人もいますので管理の徹底をお願いします。

【空き家バンクへの登録状況】
　空き家バンクに登録されている空き家は中泊町空き家バンクサイトからいつでもご確
認できます。
　中泊町に移住を検討している人、空き家の利活用を考えている人はぜひご覧ください。

住宅改修費補助金・家財処分費等補助金

補助申込ができる人
※右の全ての要件を

満たす人

・空き家バンクを利用して賃貸物件として登録または登録物件
を購入した人

・空き家の賃貸借または売買の契約日から１年経過しない人
・町民税の滞納、債務不履行のない人
・自らの負担で空き家を改修又は修繕しようとする人
・補助金の交付を受けた日から５年以上定住する意思がある人、

または５年以上の賃貸契約が確認できる人
・賃貸または売買の契約の相手方が、所有者又は購入者の３親

等以内の親族でない人

住宅改修費補助金

補助金額は100万円が上限（同一物件につき１回限り）
補助対象は、店舗などを除く以下のものとする。
・台所、浴室、便所、洗面所などの改修費
・内装、屋根、外壁などの改修費
・その他適当と認められる改修費

家財処分費等補助金
補助金額は、10万円を限度とする。（同一物件に対して１回限り）
補助対象事業は、入居にあたって残存する家財道具など処分、運
搬に要する経費と清掃に要する経費。

空き家解体等補助金

補助申込ができる人
※右の全ての要件を

満たす人

・世帯の資産の合計額が700万円未満であること
・世帯の主な生計維持者の前年度所得が240万円未満であること
・当該空き家が営利目的の事業に使用されていたものでないこと
・解体後営利目的の事業に使用されないこと
・中泊町内に営業所等を有する法人や個人事業者に依頼した場合

補 助 金 額
空き家解体などに要した費用の半額まで助成しています。
最大30万円　　例１：解体費用 50万円　→　25万円を補助
　　　　　　　例２：解体費用150万円　→　30万円を補助

中泊町空き家バンクサイト

問  総合戦略課 企画係 内  2024空き家改修などの費用等の補助金制度

問  総務課 消防防災係 内  2016空き家の解体補助金

問  総合戦略課 企画係 内  2024中泊町空き家バンクサイト

https://nakadomari-t02387.akiya-athome.jp/

